
（3） Ｈ20年度の整備方針の検討の流れ

実施計画検討案
①完成形なし（案）, ②完成形100ｍ（案）
③完成形40ｍ（案）

委員からの意見

護岸検討委員会で選択した案を再生会議に報告

第17回護岸検討委員会の選択
①案、②案、③案
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１．Ｈ20年度の実施計画（完成形40ｍ案）
○捨石 356ｍ（A.P.+4.0ｍ）
○Ｈ鋼杭(海側) 356ｍ
○１工区被覆石(海域) 40ｍ (A.P.+3.0ｍ）
○１工区被覆石(陸域) 40ｍ (A.P.+4.85ｍ）
○１工区Ｈ鋼杭(陸側)＋鋼矢板(陸側) 300ｍ

１．Ｈ20年度の実施計画（完成形40ｍ案）
○捨石 356ｍ（A.P.+4.0ｍ）
○Ｈ鋼杭(海側) 356ｍ
○１工区被覆石(海域) 40ｍ (A.P.+3.0ｍ）
○１工区被覆石(陸域) 40ｍ (A.P.+4.85ｍ）
○１工区Ｈ鋼杭(陸側)＋鋼矢板(陸側) 300ｍ

１．断面バリエーション
２．護岸の平面配置計画
３．護岸の景観
４．後背地計画との調整

１．断面バリエーション
２．護岸の平面配置計画
３．護岸の景観
４．後背地計画との調整

主な意見
1)完成形は有る程度の規模が必要。
2)H18年度の改良断面での完成形を
確認したい。

3)緑化の試験は進めるべき。

継続審議事項

被覆石の緑化に係る試験案被覆石の緑化に係る試験案

① 平成２０年度事業の中で、緑化として使用する
植物の種類を特定する。

② １年間の暴露試験を通じて、乾燥や塩害に強い
海浜植物の選定を行う。

③ 試験は、市民参加型の試験として実施できるよ
う試験方法を工夫する。

④ A案B案から選択し、詳細内容は今後検討する。
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（4） 試験の計画



◎ 計画平面図

H18年度完成断面の西側に20mを計画
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230.00m
捨石部

20m
A.P.+3.0mまでの乱積み

（H19年度施工済み）

緑化試験（Ａ案）

緑化試験（Ｂ案）

◎ 被覆の緑化試験（Ａ案） ： 石の隙間の利用による暴露試験
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吸い出し防止シート

目つぶし材
（砕石など）

土

・オカヒジキ

・ツルナ

・コウボウムギ

・ハマヒルガオ

・ハマエンドウ など

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

緑化試験

 AP+1.00m 捨 石

 A

被覆石(１t/個）

1:3

（２層積み）  AP＋5.65m

 A

1:2
A.P.+1.00m 

A.P.+3.00m 

乱積み



苗

培養土

植生基盤

（C40など）

現況（H18年度完成箇所）

隙間を利用した基盤づくり

植栽試験のイメージ

現況（H18年度完成箇所）

※土で目詰まりした箇所に

雑草が生えている。

プラグﾞ苗づくり
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プラグﾞ苗

植え込み
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◎ 被覆の緑化試験（Ｂ案） ： 木枠、ポット苗の利用による暴露試験

・オカヒジキ

・ツルナ

・コウボウムギ

・ハマヒルガオ

・ハマエンドウ など
はしご状の木枠

ポット苗

▽ 計画高潮位:A.P.+5.4m

▽ 朔望平均満潮位:A.P.+2.1m

▽ 朔望平均干潮位:A.P.±0.0m

A.P.+3.00m 

 AP＋5.40m

 AP+1.00m

1:3

捨 石

 

A.P.+1.00m 

緑化試験
被覆石（１ｔ/個）

（２層積み）



 

平成２０年度 千葉県三番瀬再生実施計画（案） 
 

第５節 海と陸との連続性･護岸 

事 業 名 事  業  内  容 担当課 

１ 市川市塩浜護岸

改修事業 

 

海岸高潮対策事業 

（     千円） 

 

老朽化が著しい２丁目地先の護岸について

は、早急に護岸の安全性を確保するとともに、

海と陸との連続性を取り戻すことが必要で

す。 

そこで、生態系にも配慮した高潮防護の護

岸改修を市川海岸塩浜地区護岸検討委員会で

検討し、三番瀬再生会議・三番瀬評価委員会

等の意見を踏まえながら進めます。 

  

１ 施工位置  市川市塩浜２丁目 

２ 工事延長 Ｌ＝   ｍ 

３ 事業内容 

1)石積緩傾斜堤護岸工事 

捨石部分  Ｌ＝   ｍ 

   陸側Ｈ鋼杭 Ｌ＝   ｍ 

 2)モニタリング調査 

平成１８年度～２０年度施工区間等を

対象として、護岸工事による影響等を把

握するため地形測量、底質、生物、波浪

等のモニタリング調査を実施します。 

3)緑化試験 

   護岸緑化のための植物種の選定試験を

行います。 

4)順応的管理 

モニタリング調査及び三番瀬自然環境

調査の結果等を基に、護岸構造を評価・

検討し、より良い工夫を施していきます。 

県土整備部 

河川整備課 

 

参考資料  （１）位置図 

      （２）平面図 

（３）工事の計画 

      （４）モニタリング調査計画 

      （５）実施工程表 

       （６）塩浜２丁目の護岸改修の流れ 
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